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甲府一高あおぞら会会長　 露木和雄

昨年｡ 私に起こった２つの｢まさか｣を報告させて頂きます　１つは､ 会口りり川 制､i吠(

認定ＮＰＯ法人難病 のこども支援全国ネットワーク(河師j ネット)) 前会長がつ｣ に7･1

歳で､あおぞら共fll国総 支配人仁志|||陣l ij 先生が|IJI に8()歳でご逝去された二とで

す｡小林さん､ 仁志 川さんとは2022 年3 川に自州のあおぞらJlj 呻 に 於いて伺|'病ｙｙ卜

から肖会への感謝状を頂いた際お会いし､おlﾉ 、のいつもと変わらぬ微笑みりお几気

な姿にﾘ3気を頂いたばかりでした｡残念でなりません ２つ目は|(川 のヴァンソオーレ甲

府のサッカー人I;¶杯獲得です｡私か生きている間にこんな･lfが現実に起こる々んて‥･

今も日産スタジアムでのあの体の虔えが忘れられません 皆様にとり　主さか は何だ-J

たでしょうか｡ 昨年も含めこの数年､コロナ禍のもとで同窓 会総 会心どのイベントが巾1卜。

となり､新規会口の募集活動などに深刻な支障が 生じています 二の状況へ(ノビjlll解を

頂き､足非､ 皆様には今後も引き続き当会への厚いご 支援をよろしくお願いいたします

前列左 小林信秋氏　右から2 番目 仁志田博司氏

左露木会長　右仁志田博司氏

認 定ＮＰＯ法人 難 病のこども 支援 全 国ネットワーク 専務 理事 福島 慎 吾

甲府･ 高あおぞら会の皆さまにおかれましてはJJ11 にわたるあたたかいご 支援をたまわりまして心より感､謝申しllげます2011

年7 川にスタートしだ あおぞらJUIIIぐ は､山梨の杵さまからのﾉ、き々 七えのもと 開 発や姓築に関連する部分の肖初

計|山jは､ほぼ実川したところでございます｡今後は､難病や障害のある 良どちとその家 族が判 人な自然と触れ介いながら気兼

ねなく過ごせる場所として､地 元にお住まいの｣` どもたらやその家 族の皆さまとの 交流の場として丿| 然災‘､i汀訓 五時 の避 難

拠点としてなど､より多くの方々に楽しみややすらぎし安心と安 令を捉 供できる施設劃| 指すとともに､ 多くの方々に邨病や障

占のあるｆどもとその家族のことを知っていただける拠点として(ﾉJ機能も持乙介わせてまいりたいと思います そのためには、

北杜Iliとの連携強化や､｢ あおぞらの森の1山||づくり｣などの環境整備､地域の皆さ圭との交流イベントの開催を　寸り進める

とともに､ 建国開 始から】０年を超えだ あおぞらJリ川田" の既 がの建物や施設り と朽 化や絲年劣化にともなう修繕費川の

確保も人きな課題となります。

今後とも引き続きご指導､ご鞭甜をたまわりたくお願い申し卜｡げ ます

認定ＮＰＯ法人難病のこども支援全国ネットワークあおぞら共和国担当 青柳耕作

2022 乍に､あおぞら共fll旧で行われたイベン目よド記の辿りでした コロナ尚　　 ｊ Ｕ Ｓ●　　　　‾　　ｊ二 次; ご 二 回 な 二 こ こ に ﾌに゚ ニ ン ツ　 μX!:: あ あ
ぞ ら 荊

ｉ=T=

小規模での開催になりましたs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　
」　　　　　1･　

主

よljiliSlJ

ぶ

･2022 年5 月28 日(土) 春の草刈りボランティア

･2022 年9 月２４､２５日(土､日) 秋の草刈りボランティア･2022

年10 月９日(日) らくがきキッスParty

･2022 年10 月22 日(土) チャリティウオーク(小規模)

注1: た くさん イベ ン|･とは ？Iμ春 キ ャンプ とRI)I)" あ お ぞらj 町 口国 ヅニらくが さ

キッスParly､jlt つ む ぎ の 村 に よるプ ラ ネ タリウ ム､ 熱 気 球( 今 年 は 出 末 々

か っ た) な どの だくさ ん の イベ ント の 同 時 開 催 を 指 し ます

注 ２：ＲＤＤ とは ？Ｒａrc lで)isｃａsc l 〕ａy(|| 口尽 希 少･ 邨 治 性 疾 患 の 目)は よりｎ レ

診 断 や 治 療 に よる 希 少･ 難 治 性 疾 患 の 患 ちのー 乍 活 の 質 の 向ll を目 指 して 、

スウェ ーデ ンで20  〔〕8年 か ら 始 まっ た 活 動 で す 日 本で も川) Ｄ の 趣 旨 に 侍

同 し､2010 年 か ら２川 最 終 日 に イベ ントを 開 催 して いjﾐ す



認 定ＮＰＯ法人 難病 のこども 支援 全国 ネットワ ーク 田 伏純 子

10 川９川（日）ASrjd･ ＲＤＤ川本開催･jf務岫と共に出 梨県にあるあおぞらﾘjlll巾二て開催しました（協力:シミックホール

ディングス株式会社､ 株式 会社リコペル､オーガニックライソノい､一回株Åご回目（ 他山jl窃力:III村キース･ヘリングXjl;1館）

中村キース･ヘリング美術館のスタッフの方も加わって､ガラス窓に絵を描いたり､地而に絵を描いたり.唯り絵をしたり、ｆ

どもたちも人人も･ 緒に､日常ではなかなかできないたくさんのソロ

グラムを楽しみました｡ スタージウェーバーぶ 族の会や川本ダウン

症 協会山梨県 支部芝I'､'り) 会の方々も参加されました｣ 也几の野 菜

の心売もあり､マコモタケの試食や凍らせたシャインマスカットとイ

チゴの小など美味しいオマケもありました､シミックホールディング

ス株式 会社からは､ 人ｲI'社長以 下礼Ｈの方も人勢参加され、yJI‘

社長とはr 中村 会長は甲府- 高出身ですねjなどとお､l,4しし主したflll

とll 村北 杜市長も飛び入り参加されました

認 定ＮＰｏ法人 難 病 のこども支援 全 国ネットワーク 小口弘 毅

私が所属している元新生 児科医 の開業医で 作る“赤ちゃん成育 ネ刊 リヽ一丿 で会報編 集長をしていた時に､ 表紙絵とし

てこどもあるいは母ｒを描いた絵を探していた際､ 目碩山卜家ﾐ 橋節j'･さんり 絵 ヅIJI について､IFかれた朽学 片梅原 猛の木

“湖の伝説" に出会いました。ﾐ 橋節ｆさんは|山jぶの命でもある祐腕を悪性腫瘍引ためりJI析して､その直後から　l人の幼ｆ

の為に絵筆をylﾐ于に持ち替えて多くの名画を残し｡肺転 侈の為に2 年後の:拓巌で已くなっています 払はごiリ 、でやはり目

本|山丿家である鈴 木姑将さんに遺 作の表紙絵への利川許IIJをJn きました ヱ0 2卜|この秋に人津巾のﾐ 橋節｣勺こ術館を訪れた

際に今もご健fiEである､鈴 木靖将さんにお 会いしてお礼を巾しll げましたji･Ｈ 姑ヽ 将

さんからダウン症など障害を持つ方々の絵の指導､ そしてアート厦の 支2援 もされてい

る'μを伺いました｡その巾の　一人であるダウンiliのある山岡山f目栄の|山jりﾐもJnきまし

た｡それが縁となり今年になって山岡山仕様のご両親と連絡を収り、あおぞら!口||国

の交流棟にてアート腱の開催を勧めたところ、トントン拍｣ 匈二滋賀と山梨のグウン卵

の会が急接近し、10川22 ～23 日の両県介同アート展が実現しました(｡石‘りヅｏ　今

後両県そしてダウン症のみならず､参加団 体が増えていく･hを頃卜Jてい 琵よ

甲 府 一高あ おぞら会 実 行委員 山 本秀 彦

2014 年1 号棟ロッジが竣|ﾐ 以来､ 難病ネットでは自然を刊川した施設/設陥の整 備とその環境維持のため活動を行って

います｡ここではボランティアを主体としたその活動を紹 介します

☆IW 刈り:2014 年から初 夏と初秋に参加 者をＱ渠し､実施していjミす サントリー1 万場､ 栞の会(埼 玉の森づくり集|､11)､アラ

セン軍団､ 東京海ll 日動保険(株)､ その他の会社及び､甲府　･高あおぞ･‘バ?からも参加しております、

☆ 薪割り:24 棟､３り 棟ー､４り 棟ーの薪ストーブ川の薪を､あおぞらの森の枯れ 七､倒 私等を､ 機械で割って作っています

☆ 肌山づくり:あおぞらの森があります｡ここを､自然とふれあう森にしｔうと、

‘夢'プロジェクト実行委員の畑さん達が中心になり｡ツ2'の皆様の|以yJを吋

て､散歩道､メモリアル広場､ゲート､ウッドデッキ等の設計を行いΛＷ､ アラ

セン軍団､ サントリー白州| 万場､ その他の皆様のボランティア活動で､20  22

年末にほぼ､第 一段階の設計図の形になりました この原動力となった､サン

トリー白州工場の皆様は､2021 年から毎川第ﾓ 水曜日のTI 狗巾のボラン

ティア作業を､20  21 年には91･11.2022 年には9 川までに5 回行っています

☆｢あおぞら共和国｣ 各ロッジの大掃除: 甲府　･高S4 が|丿ぺの

ブがロッジの人掃除ボランティアを行っています



大 森 さ ん ご 家 族 今川､ 初めて利川させてもらいました！息f･ と出かける初めての場所は

ドキドキわくわく。畑則こ利川方法の案内や緊急時に対応してくれろ医療機関の相談にものって

くださり､安心して肖川を迎えることができました｡息｣！は｡2 釧祁1･｣ﾉ、に呼吸ぷを使川している寝

たきりの15 歳｡ 案内してくださった棟は函封軋 スロープがありそのまま室内にﾉ･、る二とができて、

そして最高に嬉しかったのは､介護川ベッドと介､恋川エアーマット､ガードルスタンドがあることで

す｡いつもの泊まり旅行だと､私の要領が忠いのとベッドの高さが低く､身体りct 批がたくさんあ

ります｡でも､今川はベッドサイドにバギーをつけてぃIJ､j！がベッドに侈勤してコンセントを入れて、

ちょっと体勢を整えたら完ｆ！ 部Ｍの広さもあるので呼吸器や吸引器を絨せたバギーがベッド

サイドにあっても圧迫感がなし！あっという問に｡息｣≒り環境を整える二とができました 息
ｒも

快適だったようで｡ 親ｆでとても心地よい時間を過ごすことができました! 小､|､ﾐつ心 えずり、自然

と木の温もりに包まれ､ 部Ｍからの景色も好みでとてもほっこりできました 才八 出こ、大婦のキ

ジにお川にかかれ､癒やしの時間にもなりました　こんなに素敵な場所を作イ バ ださりありがと

うございます｡心おきなく快適に過ごせるあおぞらJ
ｕII国　私肖にありがとうごブ いました

Ｌ

小林信秋氏（難病ネット前会長 ７月逝去） ・　仁志田博司氏（夢プロジェクト実行

小林信秋前会長を偲んで 甲府―高あおぞら会 実行委員 田伏純子

認定ＮＩ)ｏ法人難病のこども支援全国 ネットワーク前会長の小1=桐､Ｈ火さんが､2022 年7 月以〕目に急逝されましたノ1ヽ 林さんを知

る人勢の方々からたくさんの惜しむ声が闘かれています 改めて小林f,i秋さんり)紹介をします ご長ﾘj が､
仏の｣｀どもと同じss 円{0111

急性硬化性全脳炎}を発症し、入院中に］ﾓ 治医らから|･i]じ病 気の硯の勁を作る･lfを提案されて.家族 会｢ssPEI'f 空の
芸｣を

作り、その後.｢ 難病のこども支援全国 ネットワーク｣を､｣ぐちllげ､:ｎ 年間運営してこられました｢ 自Ｌ訓練会たんぽぽ｣ や'ssPIﾐIlf

空の会｣のサマーキャップの経験から､難病の二ども支援 令国 ネ刊Ｊノークでもサマーキャンプ『がんぼれ』
口||国』を開始レ 現

小 林信 秋氏

仁志田博司先生の急逝を悼んで
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flﾓで ぼ卜が ん ば れJIJ111 卜 は 全1117 ヶ所 で 闘 か れて い ます そ の 維 験 や 、

ア メリカ で 俳 優りI)ホ ー ル･ ニ ュー マン が 開 設し た『Ｔｈｃ ＨｏＩＩ(ヽ in lh( ヽ

ｗall(;iHI μ Ｃａｌｎｌ) に 参 加 した 経 験 など から､ 川 参 にも同じ ような キャ

ッ プ 場 が 欲しい と嘔 い､ そ れ を 闘 い た 篤 志 家 が 北 桂 巾 のll 地 を 寄 付し

てくだ さって.:Iあ お ぞら 共fll国j･が スタ ートし まし た 小 林 臨 秋 さん は､ 浦

もが､ い あ゙ の" 笑IWに 多 くのﾉ 、を 巻 き込 みブ あ お ぞらJ 口||国 』は びっく

りす るほ どの スピ ードで､ 建 物 が 次 々と注 ってい きまし た.2 国 ４年 にロ ッ

ジ いj一棟 が ｿに゙成 し た 後 たっ た５年で､ ロ ッジ5 棟､ 交 流 棟､kids ＢＯＸ､ 屋

外 ステ ー ジ､ 浴 室lqり バ'?､FI･9棟 が 建 ち､ 延 べ9,:164ﾉ 、(202: び目 月 末)

の411･i泊 片が 宿 泊 し たり、イベ ントを 行 な っ たりす る"J 口 目国" に 育 ち まし

た 小 林 さん､ そレ こ小 林 さん の 背 中 を 押 して あ おぞ ら 共 和 国 を 誕 生 させ

た 仁 ぶ 川 光 生､lj　'.ﾉ、のﾉぐμな 方 を と くし､ あ お ぞらJ 口日国 関 係 者は 人

きな 痛 Ｆを受 け て いｉ す が､ その 痛 Ｆの 巾､ 皆 で 力を 寄 せ 介 って､ あ おぞ

らJ 町||国 々さら に良 いJ 口||国 にして い こうと決 意 を 新 たにしてい ます

甲府―高あおぞら会 実行委員 小口弘毅

会Ｈの皆様に私から悲しいお知らせをしなければなりません 卜 志田|･､1拍｣左乍は日J｣29 日に人友で九州旅行巾( 閉瓦行ったフ

ルムーツ？)に急逝されました.大きく優しい心を待った仁志||にIご|ﾓは無珀の目乍泗好きで､ 交際相于は広く､医療関係 者を
遥かに

越えた多くの人々と楽しい泗席を共にしてきました そして死の直|狗まで多くの新乍児医療に携わる人々にエールを送り続けてくれ

ました.慶腹人学医学 部を卒業した仁志川先生は.すぐに米国に渡り臨床トレーニングを受けましたI固74 年にジョンズホプキンズ

人学での留学を終え.米国新生児周産期専門医資格を収俳し､愚気揚 々と川国して､そのまま北叩.人学医学 部に赴任されました



角 倉 さ ん ご 家 族 悔山の晴れ間､家族3人であおぞらJリj 国童初めて刊川さ煙てぃ　 卜

ただきました｡息ｆは医療的ケア児で人ll呼吸X;を241旧 暦り牝 丿 咤 で出位助ベッドを　14

使っています あおぞら共和国に新､没された５り･棟は､医療的ヶア児が安心して使えるにう

電勣べ川ニサイドテーブル､リフト､点 滴ボールなど完備されている二｡いいﾐ||り、思いLノトj て

申し込みしました｡５り棟の!lt横に巾[を停められるので､ 荷物を運 び`込むのも楽ら/ごこ先だ

II(倚ｆの息 自 よ木製スロープでテラスにll かって､ 広場に而した人き々掃丿出し窓;うべ 出　　 応

人りします｡段 差が全く無い家はテラスも出やすく､思う存分にタト パj色仝楽しめるいて､巾

が降っても人 丈人ですｵｊ 夜は､ テラスに出て耳を澄ませ､II浄かな森の息吹を感じjとした

刺の敞歩で､ 債みllげられた薪､勣物の炎､虫､?I リミ||らぬ野 佗､たくさﾉ.タバび 八 八jい ．息

自 よ目をまん丸にしながら休いっぱいにあおぞら共郎ll を堪能しました　jぷ外ス子－ジにll

がった時､｢ ここでiPad の(;ａr叫c13and で11り奏したいツ．と息 自 二尋ねると､川YI{Sり 返

巾が 未来の息ｆのミニコンサードに夢を膨らませながら､帰路につさ 右した 女心レこ快

適に過ごせるあおぞらJljlll庄 泰当にありがとうござい まし 七

５年生の私は仁志川先乍に出会い､ 新生 児科医を目指し それ以.粕小心を超えたfヽ ｣こj7 いはTこ|11:紀にも及びました　円8 が目二

頃京女ｆ医人の母ｒ総介医療センター闘設に伴い.､illiかねて北甲.ﾉ、学から侈硝にリベ した 北甲リ、字ついて凍 京 女 八医人fl五任

中に、多くの新生 児科医を育てましたが､ その伜を越えて仁志田 光生りﾉ 、脈出 目川･にjムがりました 祈乍児医療はI自ニチーム医

僚であり、先生は行護師の育成にも力を注がれ、凶88 年には順ドしIごjリ、門づご片レ μバ1ﾓまで日本巾の新生児医療に携わる医

帥及び行護師に読み継がれています.その序に先生は次のような､泣を､I;:いていｉす 少し｣こいて寸 が引川します 順ド|ﾓ児に生きる:

わたしは　 あなたへ　ｰ 生を　ささげることにしました　あ々だけ　 琵ｙ　 Ｔ.蝸 にこ間も々いのに　 いぶかしげなll艮差しで　 わた

レを　見つめましたね　 わたしは　 あなたの1障の奥に　｣こい闘　 探レ｣ﾐめていか　川JJ,DX11121μを　 見たのです　あ々たは　わた

しに　思い出させてくれたのです　 わたしが　 かっては　あ々たであったニヒ奇　そレこ　．卸垢の心を　持っていたことを　 わたし

は　叫びたい気持ちなのです　あなたに生きることが　 わたしの人職である　 ぐ=ゼー白　こク)詩仝読み､仏も新生児医療を選んで 本

肖に良かった､そして小児科開 聡医として働く原点になったと改めて思いました

先生は思索の人､実践の人でありそして行動の人でありました 仏:に川代|印卜に卜じ|､ヤ｣ 児ヽHI 絹二留学した際にび山のみなら

ず､マラソンに嵌り､帰国後4{}歳でサロマ湖 川okm ウルトラマラ ノヽンも止りましこ そレ心(､ 先乍にマラ ノヽンを走る様にそそのかした

のですが､flIJと50  歳を超えていたにも関わらずい口目 よ　巾にヽ-り一ロマ洲日Ⅲkn げﾉ･Lバ→ マデノン仝完走し その後に 女｣頌く人定 年

直前に‘念 発起してローマからイスタンブールまで25( 川k 川々､ 優゙しい心を介七､̈ ･I二-y－－マに芥地で講演しながら走９たのです

その余勢を駆って､ キリマンジャロにも竃っています 先乍は

・

乙
Ｆ

仁志 田博 司氏

ニフ ー チ オゾ グイムに 出 勁 い まし た

ｇ

HM)8T に河口Iな?.･ソト洵 玉川|り 卜地の寄贈を受けていましたが､ 仁志川先

生のなて一医 人り定 年退'IIいい.I｣勺 て常設キャンプ場注､没を託し圭した 先'lj

ド｣ こきにわたって訴TI,ljHI 火として働いてきたものの使命である"とし

てそ叫人段々引､き受けまい七･価ソロジエ割 実ヽ 行委八長を引き受けた際

に、先乍は広 樅よjよび潟 浙活動として日本版マーチオブダイムとして邨病

ネットの雅務J‥卜りあるIH 討lfい ぺ自州まで173km を皆で歩二うと呼びか

け実iJIしました　51ご|う川 － グーシッフに上りあおぞらJ回目国はほぼ完成

していますが､詳しい経拉げ よJljぞらJ町||国物謡､ に詳述してありますの

でどうかお､沈みドｙ に抄ソロジエ川 のヽﾉ、黒什であった小林信秋さん､そ

して仁志田博川先乍が逝人ふり、これからが||{念場と思いますので､ 会０

の皆 様さらなる支援今川㈲い致しjです

私は医学生引頃に卜､占洲にIご|ﾓにお会いして以 米､50 年にわたってご指

噂仝受けてきました 尨I､帥でよ岫 、そレひひ) ように疹って来た仁ぷ|川県･｣

先'1{の死硝I仏果 ごl引II卜回丿凸 １す
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え：プしイセ ットプ ロダクツ

北 杜 市 長 が 書 い た 絵 本 で 北 杜 市 の 自 然 の 紹 介 －ホームページより

日参　･の?I 水の叩.とレコミ||られる､山梨県北桂巾を舞台にした絵 本｢北 仕Il｣'の森と

水｣の編集･ 発行を担肖させていただきました ほのぼのとしたえの よ､北桂II｣長̂ の

口 いい]氏､ キャラクターをI)≒ ）Ｃt lll･･)山I(ヽ lSが11圖 自然 庖かな北 桂巾の四 夕

の侈ろいや､雨が森や地而に降 胎に
ｙやがて綺丿尨な湧水となる様ｆ　またUI 場で

ミネラルウォー ターと昂 八仏たい ﾊ吹゚力水となるまでの過程を　･冊にまとめました

出 版 社: ネコ ハフリッシング1,650 円　https:// ｗｗｗ.ｎｅｋ０.c０.Jp/prodｕce/hok ｕtｏshi

み な さ まの お 知 り 合 いで､ あ おぞ ら共 和 国 を 手|｣川 し た い 方 はい ら 一心 やい い 払し か ？ﾌﾟII(椅) リ1｣川 行だ けど､ の ん びりぶ 族 で 旅

行 した い 』とか ぴ 動 き川 る ｆ な ので 一般 の ホ テル は 刊 川し にくい丿とか … あお ぞら 几fll川 な らその 噸 い が 叶 い ます あ お ぞら 几

和 国 は､" みん なの 別 荘｡ で す｡ﾊﾞ` 5J【jlliﾖ､､な だ け に丿l 炊･ ハ ジャマ ゲ ビ持 参 と制 限 ちあ り ます が､ 気 兼 ねな くロッジ 滞 在 が 楽し め ま

す｡ 利 川 で きる 方 は 、I万難 病 や 障 が い の あ るこどもとその 家 族 ２ その 関 係 片や 見援 片 ３ 邨 病 字ヽツト 会 口り|ﾐ勁 八･ 位助 勁
口･ 購

読 会 川 で す｡ 詳 しくは､ 運 営 して い る､ 難 病 のこ ども 支援 令円 ネッド ノー クり 一畑;か町〔jりば|ﾐ地: 束京 邪 文京区 〕に お 尋 ねください

あ おぞら共 和 国 の 所 在 地: 山 梨県 北 杜 市 白州 町 島 原2913-134　HP:https:// ｗｗｗ.ｎａｎｂyｏｎｅt.０r･jp/infomatｉｏｎ/kyｏｕｗakok ｕ.html

電 車で お越し の方:JR 中 央 本線｢ 小 淵 沢駅｣ よリタクシ ーで 約10 分　 自 動 車でお 越しの 方: 中 央 自動 車 道｢ 小 淵 沢 ¶Ｃ｣より車で 約15 分

質問 一戸頁､ご提案を･卜務同までメールでお寄せください ホームページに川?y を掲･li比 、 一部は年報に掲絨いたします

Ｑ　 あおぞら共和国の宿泊･ 利用はどのように賄われているのでしょうか？

Ａ　 難病のこども支援 令国 ネットワークは､､こいy:3:ﾘﾄ に々る､認定Ｎ円) 法ﾉ、です･lf 励所は水道 橋にあります7 ば話相談室、

令国７か所でのサマーキャンプ､親の会活動の 支援､ ボランティｙ引養成 、シンポジウムの洲催などを行い､ 病気や障が

いのあるイ･と家族の｢いのちの輝き｢ＱＯ Ｌ卜 の紺持一向 にに努めてい にｔ それらの活動の　･つとして､あおぞら」町口国

の建設･ 運営があります｡宿泊･ 利川の賞川は令て､邨病 ネットが員批いこちります(詳しくはP7 参照)

ゆ め 屋 あおぞら 共 和国 から２分 、

農 産 物 の産 地 直売 のお 店 です。

ごiﾓ 人が､ 味の良さにこだわって選別した県 ドの

力味しいフルーツを販売しております｡ｆ頃価恪の

ものから､高級ななものまで収り揃えており､贈答111111

にも最適です｡モモ､ブドウ､サクランボが 人気

ですぽ| 家 栽培の無農薬野 菜も販売しています

〒408-0316 山梨県北杜市白州町鳥原2913-117

●

サントリー 白州蒸留所

あおぞら共和国

●

薮内正幸

美術館

●

★

ゆめ 屋

定休日火曜日､月･水～日9:00 ～17:00 TEL:0551-35-51158



2022 年甲府一高あおぞら会の会務報告(紙上総会)

2022 年もコロナ禍のため､あおぞら共和国での活動が出来ず､総会も中止致しました。

総会が開催出来ない場合は｡年報に､甲府一高あおぞら会の会務を報告し､総会に代えることといたしましたので､2022 年も

本報告にて開催とさせていただきます｡なお現在の役員任期は2022 年末までですが､次期役員は再任といたします。

◆ コロナ禍により､あおぞら共和国での会の活動､イベントへの参加/支援､同窓会での活動は出来ませんた｡実行委員会は

２回( 内1 回はオンライン)開催し､随時メールにての連絡で対応しました。

◆ 役員改選:2023,2024 年の役員は再任とし本年報の8ページに掲載した体制で運営いたします。

会則の｢正副会長改選は総会で承認｣は､３ 月締め切りで､賛否を事務局にいただき(賛成の場合は返信不要)､ 決定い

たします｡詳細報告はホームページに掲載いたします。

２、会 計 報 告 会計 田伏純子( 会計期間は､2022年1月旧 ～12 月31日となっております｡)

１)収入＝ 合計1,808,355 円　 会費＝1,008,000円　12月末の会員数437名( 会費納入者は336名)

寄付金=800,355円　 寄付金,会員の皆様からの個別の寄付金

2)支出 ＝　合計140,560 円　 事務費,支払手数料,通信費，広報費

3) 支援金 ＝　　1,667,795円　　収入より,支出を差し引いた金額をあおぞら共和国への支援金として″夢″プロジェ

クト宛に振込いたします｡その用途につきましては難病ネット殿と相談させていただきます。

今までの支援金の累計額は　15,327,029 円となりました。

3、甲府一高あおぞら会のあおぞら共和国支援と難病ネット活動について

◆難病のこども支援全国ネットワークの仕事(以下難病ネットと略記)難病ネットの活動　・!・､､ＩＰＯ法人

は　1. 電話相談や遺伝特別相談､ピアサポートなどの相談活動　２.岩手から沖縄　7

煕 零 似 尽4ぶ ふ
叫 り一梵

まで全国7か所でのサマーキャンプ"がんばれ共和国"建国､親の会連絡会､サンタク　　　　　　一一

ロースの病院訪問などの､交流活動　3. 子どもの難病シンポジウムや病弱教育セミ

ナー､自立支援員研修会などの啓発活動　 ４.あおぞら共和国をはじめ積極的な地域

活動を行っています。　https://ｗｗｗ.ｎａｎｂyｏｎｅt.０r･jp/ｉｎｆｏｍａtｉｏｎ/

◆甲府一高あおぞら会は､上記難病ネットの4 つの大きな活動の内､ 地域活動の｢あお

ぞら共和国｣ の構築､ 運営､ 維持の支援を行っていますo

j ご

=='

゛',

i,･ ，　　1

会費納入(会員の更新)とお知り合いの勧誘(新規入会)及び、支援のお願い

年報ＡＯＺＯＲＡに同封しております､ゆうちよ銀行の振込用紙にて､ 会費納人(会貝の史新) をよろしくお願いいたします。

◆ 会費納入先: ゆうちよ銀 行　 口座名: 甲府一高あおぞら会　　 目座 番り　001 10-9-323825

2022 年1 月17 日より､ゆうちよ銀行の赤色振込用紙( 料金加入者負担)をお使いいただいても､現金で支払いを行う場合は、

ＩＩＯ円の費用を振込者が負担していただく(ゆうちよ銀行卜I座からの支払いは無料)こととなりましたことをご了解願います。

その他の振込方 法も振込手数料は自己負担となりますが､ ホームページをご参照の上よろしくお願いいたします。

https://ymkp. ｎｅt/ａｏｚｏrａ/kaihしｎｏｎyｕ.html

◆ 甲府一高同窓生に限らず､一般の方もご入会いただけます｡ご友人等､ご紹介いただいた方に､事務局より､本会の紹介、

加入申し込み用紙､ 会費振込用紙等をお送りいたします｡ 事務局の連絡先は巻末のお問い合わせ先をご覧ください。

◆｢ あおぞら共和国｣ への支援は各種の方法で(https://ymkp. ｎｅt/ａｏｚo rａ/ａｏｚｏrａ_sienl.html)

1. ゆうちよ銀 行会費振込用紙で会費と寄付金を同時に納入頂く場合は､印刷された3,000 円に取消線を引き､押印し､ 合

計金額を上の空欄 部分に記載してください｡ その場合通信欄に明細( 会費3,000 円､ 寄付ＹＹＹ円)を記入してください。

2. あおぞら共和国の建設･ 運営母体である認定ＮＰＯ法人｢難病のこども支援全国ネットワーク｣の会員となっていただく。

本会入会時にその旨お伝えくだされば､ 本会会費は免除としておりますo

3. 個人名での随時寄 付をご希望の方は

ゆうちよ銀行　 加入者名: みんなのふるさと夢プロジェクト　ロ座番り: ００１４０-5-４７２９６３ にお振り込みください。

上記口座への支援は税 法上の優遇処置の対象となり､確定中告時､ 税 金の控除が受けられます。



會 Ｃｏｌｕｒｎｎ 一青いポロシャツ

私の仕事と交流棟での夏の日～まず目の前の一人の人に真心を尽くす～

甲府 ―高あ おぞら 会 実 行委員　 岡 亜 佐子

私は甲府一高あおぞら会設ヽ･ylとほぼ同時川に､岡山に柘部のある､日本石･取り1:会で行収り|:の活動に

携わり､最期を迎える方やご家族のもう　一人の家族というヽyらf帽肖で傍に添わせていただいております｡今

年度より､志同じくする仲間と生活 支援サービ スとｆ供からご高齢の方の居場所づくりを始めています､い

のちに長い短いはなく､どんないのちも等しい屯さであり、圭だ｡生と死は同等の重さだと､逝く力々から死乍

観を教えていただきました｡大は肉体を手放し､いのちのバトンを川りの人L刀な人に渡して旅立っていきます｡バトンを受け収っ

た大たちは､そこから進化して生きていきます｡ほんの60  年程前の日 私では､生も死も日々の暮らしの中に在り、自然に対しても

畏敬の念も畏怖の念も持っていました｡今の社会は人任せで 人のせい 、iaもり| 分のいのぢ の責任を収らなくなりました､この

社会を創ったのは今を生きる人 人たちの責任と感じています と｣令てのﾉ、がjl剥り]､愛されていると感じて旅ヽIylてる社会創り』こ

れからの了や孫たち､若者の生きる社会が愛に溢れるlll: ｗであるよう。祈り願っています。

☆持留ヨハナさんに導かれた夏の||( 交流棟での偲ぶ会)

８川13 日｡川本ではあちらの11t界に還った方が､こちらの|||:μに戻ってきてくれるという日｡北杜IIバ|ﾐ住であった､已き持留ヨハ

ナさんを偲ぶ会があおぞらJ日11国交流棟にて行うことが出来たことを紹 介します ｌ昨 年の葬儀はコロナ禍で､限られた方だけ

の参列だったので､どこか良い場所があれば…｣と､ごfﾓ 人の1肩肘||匝さんとのお､謡の中､あおぞらJ口||国交流棟を紹介したご

縁でした｡話を聞いた管理人のi? 柳さんは施､没を運営する難病ネットから｡地几との交流に使川とのことで､IDIJを収ってくださ

いました｡和也さんと息子さんのお二人で､ご家族ならではのｆ 作りの偲ぶ会となりました｡肖日､日本全国から参列された130

名の皆様と共に故人を感じ､偲ぶことができましたJI 也さんから今llll､あおぞら銕鮪IIを使ってドさった感想をいただきました

『2 川下見や採寸に伺いましたが｡公的な場所を借りていたら､こうはできなかった11 司jに想定できることを提案してもらったり、

コロナ禍の中でも而倒なこともiiわず､懐深く受け入れてもらって感､謝しています 規模も広く使いやすい場所で､とても良くして

もらい まし た｡ ありが とうご` ざ い まし た 』。

亡 きヨ ハ ナさん とご 家 族 か ら､ また ひ とつ 人 切 な こと

を受 け 取 らせ てい た だい た祈 りの 一 日で ありまし た｡ 今

川 の この機 会 に､ 地 元 の 北 杜 市 の み な らず 全 国 の 多く

の方 々が あおぞら共 和 国 に足 を運 んで くださっ たことに、

そして 亡 き持 留 ヨ ハナ さん に心 より感 謝 巾 しll げ ます。

甲府一高あおぞら会 実行委員

2022 年12 月31 日現在の甲府‥-高あおぞら会の実行委員は以ドのメンバーです（数字は甲府一高卒業年､Sは昭和､Hは平成です）

実行委員を広く募集しています。山梨在住の方､50 歳未満の方大歓迎です。

ｏ 会長　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　事務局　　　　　　　　会計　　　　　　．　 監事

露木和雄(s45)

ｏ

軽石泰孝(s50)

ｏ

山本秀彦･s41
＠

田伏純子削40 谷口百合子でs36

3
宇野由美子〔s40〕

ｅ

雨宮俊彦〔s45〕1 小口弘毅fs45 
ｓ

飯沼温子s45 j 小口 博(s471=
Ｇ

保延義仁=:s5Go

斎木裕子(s50)
£

高橋久(s51)
９

青柳均s51 e 岡亜佐子s59 9 上松裕之(H3j9; 保坂香子=H3

編集･発行･お問い合わせ

〒252-0233 神奈川県相模原市中央区鹿沼台1-7-7 おぐちこどもクリニック内　 甲府一高あおぞら会

ＦＡＸ:042-786-4132　 ホームページ:https://ymkp. ｎｅt/ａｏzｏra/　事務局mail:ａｏzｏrａ＠ymkp. ｎｅt

ホ ー ム ペ ー ジ と フ ェ イ ス ブ ッ ク

人 会のお申し込み以 外にも､活動の様子､ 草刈り

ボランティアやイベントなどの日程や詳細は､ ホー

ムページとフェイスブックにてお知らせしています。

チェックしていただき､活動にぜひご参加ください。 ←ホームページ
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